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嚢号脈め系統としての水銀逆〉分散分布を添す可能性を禽
』／

　そ磁他の比較的に高い異常域は，あ轍、嚇縁辺部であ

るために正確さを欠継，あるい1断罐，．、いし地質の境界

鑑相当す樹ものと推察されるも（ノ　）る、

馨．む　す　び

　こコ為　3瞬1にわた9軌ぐ行欺つた大1二1鉱1煮1の躍銀鉱脈

周辺における水銀元素の分布紅関する報穆を，一応，終

〆爵、

　この研究は，わが圏，鑑おける最初の試みであつたがた

めに，また，主としてソ連で始ま馨，イギリス・アメ夢

力に波及Uていつた広間隔サンプ夢ング法でなく，禰密

サンブリング法を用いたために，また，上記の騨々で用

いてい為分析法でなく，独得の㌣スキンブ比色法を用い

たために，外闘におけ鍵諸例麺比較し難く，今後も充分

紅検討しなくてはならない1、考え篠、Uかしながら，水

銀」分散分布轄規則性のあξ凱とは明繍となつた、、すな

わち，鉱脈・断層・変質帯・地質境界がおもに水銀の分

敵分布を左宥．てい1疏と，鉱床生成後）岩石には水銀

が慮とんど厩録、㌧ていない鉱と。とくに水銀鉱物の有無

紅かかわりなく，金銀鉱脈の存在場所　（大睡拡山恐場

合）は水銀元灘　〉比較的集申する場駈となつてい導こと

など鴫あ恐（

　こ離　　規則性l　i、薩面の新鉱床探査，とく鵜潜頭性

金銀鉱脈探査へ窮展望ピ与え篭藩凶　慧》．この潜頭鉱

脈の探査限界携騰，換響郵撰、夏地喪からどれ位の深憲に

ある潜頭鉱脈が探査可能で謎　かとい鯨超濡1，今後の

引きつづく験討に　奨、ぱ’購就只いが，い豪蕪ぐの結衆

では，鷺雛目娼．，驚○騨以．Lの2つのデータを得てい

llだけであぞ

　…方，今後轍残擁献二その飽のi葦灘題尋少なくない、』た

とえ彰，鉱脈以外の水銀濃魔ぴ轟く数嶺源購をどりレて

鉱脈の燐拷効果的に区甥す懇か？　富箭瑚喫場含と

貧鉱鉱脈ぴ、給の，一病調じよちな異常のあらわれをど

懲ようにして区別するか？　大濃鉱霞以外ではどうか？

金銀鉱脈以外ではどうか？　ll盆ぜ，水綴意このような分

散をす孫のか？　本銀絵λ外晦元素の分散嬉どらなつて泌

捺のか？

　鉱れらの閥題に　　・て，今後追究しなぐ　1ならな㌧、

／7一（鷲〉




